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本論文は序論、本論 4章、結論から構成され、脳高次機能における Ca2+チャネルの役割（第 1章、

















第 2章では、γ- Rab3-interacting molecule (RIM)を含む全ての RIMタンパク質(RIM1α、RIM2α、RIM3γ、
RIM4γ)が βサブユニットと結合し、Ca2+チャネルの電位依存性不活性化を抑制することを明らかにし
た。また、この共通の機能により、RIM タンパク質は PC12 細胞のアセチルコリン放出を促進する事
を明らかにした。一方で、γ-RIM は神経伝達物質を含む小胞の膜直下への集積を阻害する点において







processing protein (Caprin)を得た。この Caprin は電位依存性 Ca2+チャネルとユニークな様式で結合し、
ダイナミクスや細胞内局在を調節することを明らかにした。Caprin の生理的な重要性を明らかにする
ため、Caprinノックアウトマウスを作製し検討を行ったところ、特に神経細胞の樹状突起の形態に異












られ、Caprin 制御下の Ca2+チャネルの精神疾患への関与を示唆された。 
結論では本論文で得られた成果について要約している。  
 
 
 
 
 
 
 
